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本論文は，全体を 3 部14章に分けて記述を進めている o
第 1 部では，各地方言の体系記述のための枠組みと観点を提示する。現代日本語の授受動詞「やる J íあげる J í さ





定を示している o 第 2 章では，授与動詞「やる J 1"くれる」の持つダイクティックな性質について，他の話者中心的
な構文と比較しながら検討している o 1"やる/くれる」対立の持つ性質は，話し手を基準にした「動き」の方向性，




る。第 2 部で扱う資料は，授与動詞の全国分布図，各種の方言談話資料，方言辞典等である o 授与動詞として用いら
れる形式の全国的な分布状況と，各形式の意味用法の範囲を明らかにしている。
第 4 章では，授受表現(授受補助動詞表現)の使用についての地域的な特徴を検討している。第 5 章では，授与動
詞として使用される形式の全国分布を把握し，さらにそれらが人称的方向性による対立を持っか否かといった体系性
の面から，現在の授与動詞の地理的分布の成立について整理している。第 6 ・ 7 章では，各地の主要な授与動詞につ
いて，方言談話の文字化資料に現れた用例をもとに，その意味用法の範囲を検討し，全国的な分布状況を示しているo

























授与動詞使用の「中央部」地域とは， [ヤル/クレ jレ]使用地域であり， 1"周辺部」地域とは， [クレル/クレル]







































て捉えることが可能である O 授与動詞体系以外に， r来る」方言用法の分布状況，準遠心性動詞の求心的方向用法の
許容度という観点から現象を見ると，西部域の「周辺部」地域は，人称的方向性を区別する表現体系の枠組みが比較
的未分化であるのに対して，東部域の「周辺部」地域は，人称的方向性を灰別する表現体系の枠組み自体は確立して
いるものと考えられる。
本論文は， この分野での研究に強いインパクトを与える前衛的な内容を持ったものと評価することができる。ただ
し，残された課題も多い。特に，中央語の変遷に関しては，すべて先行の諸研究に頼っており，今後に課題を持ち越
すことになった。また，扱った方言に関して偏りがあることも否めな l'o 九州方言については，北部域の方言も含め，
さらに検討する必要があろう。東部方言として扱うべき東北方言にまったく触れられていないことも残念である O し
かし， これらの点は現時点においては望萄というべきものであって，けっして本論文の価値を損ねるものではない。
以上のように，本論文は，今後に予想される研究の展開に新しい指針を与えるものであり，博士(文学)の学位を
授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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